
みらいのまちを考えるワークショップ

キックオフミーティング

https://zoom.us/launch/edl?muid=7f15f179-8e52-4ca7-8007-9ba3e9c718cd
ミーティング ID: 954 8344 1100
パスコード: vD9N6U
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できるだけ所属企業がバラバラになるように
３つにわかれてお座りください
４〜５名／グループです



Yuki Taoka, Institute of Science Tokyo

始める前に
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● 机の上の研究説明書に目を通し署名ください

● 名札（あなたらしい絵を挿絵に）を作成してください

● 机上のアンケートにご回答ください

● アンケートは記名式ですが、

個人を特定して解析することはありません

● 本写真を宣伝のためウェブサイト等に掲載する可能性があります

掲載を希望しない場合はお声掛けください

● 自由に撮影いただいて構いませんが、

他の参加者の顔が映らないように配慮してください

（映る場合は本人の同意を撮ってください）

● みらいリビングラボのウェブサイトに、随時開催報告を載せたてい

きたいと考えています。企業名の掲載可否について相談させてくだ

さい

東工大

田岡 祐樹

説明書
・

同意書

アンケート

名札
顔でも
なんでも

できるだけ所属企業がバラバラになるように
３つにわかれてお座りください
４〜５名／グループです



イントロダクション
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メンバーの紹介
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運営メンバー

研究員

藤巻 汐梨

研究員

宇津木 希
研究員

布施 瑛水

助教

岸本 まき
助教

市毛 博之

助教

田岡 祐樹
准教授

中谷 桃子
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はじめに

• 多様な参加者の方がいます

• いろいろな人との出会いや多様な意見を楽しみましょう

• わからないときはどんどん聞きましょう

• 一つの付箋に一つのアイデアを書きましょう

• 「いいね．それに加えて」”Yes, and...”の気持ちを大切に

• 机の上のものは自由に使ってください

いいね．
それに加
えて
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本日の目的

今後の活動に向けて、未来社会像の発想に親しむこと

参加者のみなさんが「検討してみたいこと」を探索することを目的とします



活動イメージ
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Yuki Taoka, Institute of Science Tokyo 11



Yuki Taoka, Institute of Science Tokyo 12

スケジュール感のイメージ

年3〜4回、各回3時間程度のワークショップを実施。

1. 2026 / 2027 年度

○ 5/6月、7/8月、9/10月、2月



Yuki Taoka, Institute of Science Tokyo

１０月時点での活動のアウトプットイメージ
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Yuki Taoka, Institute of Science Tokyo

アウトプットイメージ (10月)
大岡山・すずかけ台の大学祭にて展示・ワークショップ

毎回、数百名の方が来場
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未来へのアプローチ
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未来へのアプローチ

不確実性の高い未来について考える際、

みなさんは、何を起点にしていますか？
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未来へのアプローチ：発想の起点

方向性の異なる分かりやすい発想の起点として

「ニーズ」と「シーズ」という観点があります
SEEDS NEEDS
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未来へのアプローチ：発想の起点

「ニーズ」や「シーズ」には

「未知」のものと「既知」のものが存在します

KNOWN

UN
KNOWN
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未来へのアプローチ：発想の起点

「ニーズ」と「シーズ」/「未知」と「既知」

これらを軸にすると

４つの未来へのアプローチが見えてきます

SEEDS NEEDS

KNOWN

UN-
KNOWN
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未来へのアプローチ：４つのアプローチ

みらいビジョン
ドリブン

強み
ドリブン

シーズ
起点

ニーズ
起点

社会課題
ドリブン

オープン
イノベーション

ドリブン

既知

未知
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未来へのアプローチ：４つのアプローチ

みらいビジョンドリブン

強みドリブン 社会課題ドリブン

オープンイノベーションドリブン

企業活動として皆さんが
日々取り組まれている

アプローチ

技術の共同研究など
企業＆大学コラボの

アプローチ リビングラボなどの
共創活動でよく取られる

アプローチ

シーズ
起点

ニーズ
起点

既知

未知
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未来へのアプローチ：「強みドリブン」のアプローチ

既知 × シーズ起点
強みドリブン
自社の持つリソースやスキル、資産、技術などを起点にして、
次なるアイデアや事業を創造する発想方法
持続的な発展が期待される場面に向いている

メリット
・既存資産を活用するため、得意を活かした挑戦ができ、
ゼロからリソースを投入するよりも効率的

デメリット
・「強み」が市場や顧客ニーズとずれてしまうリスクがある
・業界そのものを変えるような破壊的イノベーションは
生まれにくい

SEED
S

NEED
S

KNO
WN

UNKN
OWN
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未来へのアプローチ：「オープンイノベーションドリブン」のアプローチ

未知 × シーズ起点
オープンイノベーションドリブン
自社にとって未知な他社や大学などが持つ技術や知識を
自社の事業に組み込むことで、新たな未来価値を創造する発想方法
新たな強みを生み出す発展が期待される場面に向いている

メリット
・従来の事業の枠を超えた、新たな技術を活用した
アイデアやサービスを、低コスト＆短期間で得られる

・技術を起点に社会に変革を生み出すことができる

デメリット
・他力に頼りすぎると、自社独自の開発力が低下する
・生み出した価値に需要があるかは未知数

SEED
S

NEED
S

KNO
WN

UNKN
OWN



24

未来へのアプローチ：「社会課題ドリブン」のアプローチ

既知 × ニーズ起点
社会課題ドリブン
現在起こっている社会課題に着目し、
課題が解決した未来を目指してアイデアを創造する発想方法
社会貢献や持続可能な発展が期待される場面に向いている

メリット
・一定の需要を見込むことができる
・社会課題解決という共通目的があるため共感や支援を得やすい
・比較的短期に、段階的な成果を積み上げやすい

デメリット
・法規制や古い習慣、利害関係など、
短期的に成果を出しにくい要因をはらむことがある

・「よいこと」と「儲かること」の両立が難しい

SEED
S

NEED
S

KNO
WN

UNKN
OWN
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未来へのアプローチ：フォアキャスティング

ここまでの発想法はいずれも

現在を起点に未来にアプローチする

フォアキャスティングな発想方法

現在

ステップ
アップ

の先にあ
る
未来

現在 × <何か>で発想し

ステップアップしながら

未来を形作っていく
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未来へのアプローチ：「みらいビジョンドリブン」のアプローチ

未知 × シーズ起点
みらいビジョンドリブン
実現したい未来社会(ビジョン)を設定し、その未来を実現するために、
求められる近い未来を逆算して創造する発想方法
枠にとらわれない、新規事業や新商品の企画に向いている

メリット
・理想を追求できるため、革新的なアイデアを生み出しやすい
・長期的な目標に向かって、
現実にとらわれない組織の方向性を得ることができる

デメリット
・理想が高すぎると現実離れした発想になり、
現状の資源や能力と乖離するリスクがある

・短期的には成果が出しにくい

SEED
S

NEED
S

KNO
WN

UNKN
OWN
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未来へのアプローチ：バックキャスティング

実現したい未来を思い描き、

バックキャストしてその未来に行き着くための

近い未来を創造する発想方法

現在

実現した
い
未来

未来を先に発想することで

制約を取り払って

ありたい未来を目指す



実現した
い
未来

現在

ステップ
アップ

の先にあ
る
未来
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未来へのアプローチ：バックキャスティングとフォアキャスティング

バックキャスティングは「理想の未来」から
逆算して今やるべきことを見出す手法で、
長期的に取り組むイノベーション創出に向いています

一方、フォアキャスティングは「現状」の延長線上で
計画を立て、ステップアップしていくため、
短期的で着実な改善に向いています

SDGsへの対応や劇的なビジョンの実現には
バックキャスティング、既存改善には
フォアキャスティングが適しているため、
両者を補完的に活用していくことが重要です
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未来へのアプローチ：今回のアプローチ

今回は、

バックキャスティングのアプローチで

「みらいのまち」について

アイデア創出に取り組みます

今回採用する
アプローチ

２０５０年

実現した
い
未来

現在

ステップ
アップ

の先にあ
る
未来



ワークショップ
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自己紹介
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分
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• １人あたり２〜3分で順番に自己紹介しましょう

• 「名前」

• 「部署・事業内容」

• 2050年の「私の状況」をシェアしてください

• １人あたり２分で順番に自己紹介しましょう

2



2050年に多様なアクターが
自分らしく生き生きと
暮らせるまち



1. 個人・グループで、「未来のくらし」の発想

2. 技術体験

3. 「検討したいこと」の洗い出し

34

本日の流れ



未来社会を発想しよう
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2050年の人々のくらしから、

2050年の「未来のまち」を構想します

本日の最後には、

2050年に住んでいる人のシナリオを検討します。

36

本日のアウトプット



例

40代女性の田中

健康を管理するために

自宅にくる自動運転車の中で遠隔診療

体調が悪くなったので、診療カー
を呼んだ

自宅にいると、自宅マンションの
駐車場に病院自動車がやってきた

自分で指示に従いながら、車内の
検査機器を身体にあてる

検査結果を見ながら医師と話す

薬が処方された

オンライン決済して、車を降りた
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●「2050年の未来社会」について考えよう

●「ポジティブな理想的な未来」

「ネガティブな課題にあふれる未来」

どちらでも（両方でも）構いません

あなたの2050年の生活は？



min

● いくつか未来を考える手がかりを準備しました

○ 統計データ

○ 未来年表 2050年時点

○ 技術カード

○ 11月のワークショップのアウトプット

● 気づきを議論しながら、資料を閲覧してください

39

未来を考える手がかり

13
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様々な統計データから

「2026年の今」や「2050年に起きそうな変化」

を知りましょう

5枚の統計データを配ります

2~3名で共有して見てください

2050年はどんな世界？
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未来年表をふまえて、２０５０年に

起きうることをリスト化しました。

未来年表（生活総研）
https://seikatsusoken.jp/futuretimeline/
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● 技術カード：

これから社会に普及すると予測される技術

● カードはあくまで刺激なので、イメージが

想像できれば、正しく理解できなくてもOK

技術発展の影響も考慮しよう



min
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●「2050年の未来社会」についてえてみましょう

●議論したことをワークシートに書きましょう

● 一人当たり２〜３枚考えましょう

●「ポジティブな理想的な未来」

「ネガティブな課題にあふれる未来」

どちらでも（両方でも）構いません

あなたの2050年の生活は？ 3



体験しましょう！
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体験をもとに発想を刺激しよう

• メタバース

• VRで子育て体験

• ChatBot
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進め方

• 人数の都合上、半分のチームごとにご案内します

• 最初は、グループ１と２の方

• それぞれの技術体験は5分程度になります

• 技術体験ではないグループは、議論を進めていただきます

• 議論の流れを最初に説明します

• 入れ替えのタイミングなどで適宜休憩ください



体験を経て。。

わたしの2050年の未来の食

47



min

48

●体験が終わったら

●「2050年の未来社会」について

「個人で」考えてみましょう

●青のワークシートに、加筆してください

●追記は色ペンで加筆してください

●新しいシートの希望があれば配布します

3



待ち時間に議論を進めましょう



min

50

●「2050年の未来社会像」を議論しましょう

●それぞれのワークシートを共有しましょう

●気がついたことやアイデアをそれぞれのワークシ

ートに付箋で書き足しながら、発想を広げましょ

う

●ピンときた未来社会を2~3個選びましょう

グループで議論 30



• 体験メンバの入れ替えです

• Team 3/4は体験

• Team 1/2はグループワーク
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2050年の未来社会

のシナリオを考えよう



min

53

• ピンときた未来社会を2~3個選びましょう

• 選んだ未来社会の実現イメージを一連の

ストーリーで描いてみよう

• 箇条書きでOK

2050年の未来社会の様子をストーリーにしよう（個人） 30



例

40代女性の田中

健康を管理するために

自宅にくる自動運転車の中で遠隔診療

体調が悪くなったので、診療カー
を呼んだ

自宅にいると、自宅マンションの
駐車場に病院自動車がやってきた

自分で指示に従いながら、車内の
検査機器を身体にあてる

検査結果を見ながら医師と話す

薬が処方された

オンライン決済して、車を降りた



55

発表



発表順

• ２〜３の「未来のくらし」や「未来のシナリオ」を説明をお願いします

• 各テーブルの近くに集まりましょう

• このあと、「今後検討したいこと」について議論いただきます

1分程度でお願いします
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次回に向けて



min

● 今後の検討

○ 今後検討したいトピックを洗い出し、３つ以上の付箋をはる

○ 「未来のくらし」のワークシートに貼ってください

○ 他のチームの議論の内容でも構いません

■ 他のチームのものは、他のチームのシートに後ほど貼り付け

● 今日の学び

○ ワークショップから得られたことを話しましょう

○ 1名1分程度で話していきましょう

58

まとめ

8

このトピックは

とても個人的に
興味がある
（田岡）

会社で〇〇技
術に期待が集
まっているの
でやりたい
（鈴木）



• アンケートへの回答をお願いします

• 質問紙については、個人を特定して解析はしません

• アンケートは、次回以降のテーマやチーム決定に活用します

• 記入の終わった方から解散となります

• 次回のワークショップは5月を予定しています。

• せっかくなので，チーム外の人も含めて

交流してください！！！

まとめ

59
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ここまで
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